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埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会

地
域
保
健
医
療
計
画
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
項
目
が
新
設
さ
れ
、
体
制
が
整

備
さ
れ
た
。
４
回
目
以
降
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
進
め
て
い
る
が
、
再
び

感
染
が
拡
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
後
、
国
が
４
回
目
の
接
種
方
針
を

決
め
た
際
に
は
確
実
か
つ
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
と
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
職
員
定
数
を

増
員
す
る
が
、
収
束
後
は
減
ら
す
の

か
。
ま
た
他
部
署
で
は
、
必
要
な
職

員
数
と
定
数
の
乖か

い

り離
は
な
い
か
。

収
束
後
の
平
時
対
応
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
局
と
協
議
し

業
務
量
に
応
じ
組
織
体
制
を
検
討
す

る
。
定
数
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
行
い
必
要

な
配
分
を
し
て
い
る
。

令
和
３
年
12
月
発
生
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
被

害
に
つ
い
て
、
対
象
農
家
の
損
失
額

を
全
て
賄
え
る
の
か
。
ま
た
、
被
害

の
都
度
補
正
予
算
を
組
ま
ず
に
当
初

予
算
で
多
め
に
積
算
し
て
は
ど
う
か
。

対
象
と
な
っ
た
損
失
は
全
て

補ほ
て
ん填
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

家
畜
伝
染
病
は
収
束
後
で
な
い
と
損

失
額
が
算
定
で
き
な
い
た
め
、
そ
の

都
度
補
正
で
対
応
し
て
い
く
。

現
行
の
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
目
標
達
成
度
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価
・
整

理
し
て
い
る
の
か
。

固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
同

感
し
な
い
人
の
割
合
が
目
標

値
の
60
％
を
初
め
て
超
え
る
な
ど
、

意
識
面
で
は
進
ん
で
き
て
い
る
。
一

方
、
審
議
会
に
占
め
る
女
性
の
割
合

な
ど
実
態
面
が
不
十
分
で
あ
り
、
目

標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

観
光
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

拡
大
に
よ
る
観
光
関
連
事
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
人
の
動
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

増
額
補
正
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
以
降
、
観
光
客
に
対

す
る
割
引
と
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
対

象
を
全
国
か
ら
の
旅
行
者
に
広
げ
る

も
の
で
あ
る
。
確
実
な
事
業
開
始
の

た
め
早
め
に
準
備
に
入
り
た
い
。

石
綿
の
有
無
が
不
明
な
県
所

管
の
68
棟
の
建
物
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
訪
問
が
難
し
い
中
、
郵

送
に
よ
る
連
絡
対
応
は
し
て
い
る
か
。

未
報
告
の
建
物
所
有
者
に
対

し
、
毎
年
、
建
築
安
全
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
訪
問
に
よ
る
働
き
掛

け
を
行
う
。
郵
送
対
応
も
行
う
が
、

理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
案
件
の
た

め
直
接
訪
問
し
て
い
き
た
い
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

学
校
教
育
の
推
進
の
た
め
に

定
数
の
増
員
を
図
る
が
、
ど
の
よ
う

な
業
務
に
対
応
す
る
の
か
。

県
立
学
校
で
は
教
員
が
行
う

事
務
処
理
の
ほ
か
、
日
常
的

な
教
育
活
動
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に
予

定
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築

に
向
け
て
増
員
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
の
強
化
を
検
討
す
る
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

伴
い
、
一
定
の
違
反
歴
の
あ

る
75
歳
以
上
の
者
に
対
す
る
運
転
技

能
検
査
が
追
加
さ
れ
る
。
検
査
の
手

続
き
等
の
た
め
に
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
に
行
く
回
数
が
増
え
る
な
ど
高
齢

者
の
過
度
な
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

運
転
技
能
検
査
の
受
検
者
は

高
齢
者
講
習
の
実
車
指
導
が

１
時
間
免
除
と
な
る
。多
く
の
方
は
、

新
た
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
。

第6波への対応について審
査

新型コロナウイルス感染症
対策特別委員会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

特別委員会 常 任 委 員 会

脱炭素社会の実現に向けた
取り組みについて審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

ＱＡ

埼
玉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

企
画
財
政
委
員
会

ＱＡ

埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

総
務
県
民
生
活
委
員
会

ＱＡ

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
体
制
強

化
事
業
に
つ
い
て

環
境
農
林
委
員
会

ＱＡ

産
業
労
働
企
業
委
員
会

ＱＡ

県
土
都
市
整
備
委
員
会

ＱＡ

文
教
委
員
会

ＱＡ

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

ＱＡ

行財政・職員の働き方改革
について審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

（公財）埼玉県芸術文化振
興財団、（公財）埼玉県国際交
流協会、（福）埼玉県社会福祉
事業団における改革の取り組
みについて審査

公社事業対策特別委員会

子育て支援、児童虐待防止
対策について審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

先端産業の推進と企業誘致
について審査

経済・雇用対策特別委員会

危機や災害への対応力の向
上について審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

文化の振興について審査

人材育成・文化・スポーツ
振興特別委員会

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

石
綿
の
有
無
が
不
明
な
建
物
に

つ
い
て

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

観
光
関
連
事
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

埼
玉
県
教
育
委
員
会
事
務
局

職
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

埼
玉
県
公
安
委
員
会
等
が
行
う
事
務
に

関
す
る
手
数
料
条
例
及
び
埼
玉
県
証
紙
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

意見書・決議 意見書１0件を可決し、国に提出しました。また、決議3件を全会一致で可決しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

●�死亡ひき逃げ事件における公訴時効撤廃に向けた法整備等を求める意見書
●労働者災害補償保険の給付の迅速化を求める意見書
●在宅医療及び在宅介護従事者の安全確保を求める意見書
●多様な学びの場を提供する施策の充実・強化を求める意見書
●児童養護施設の入所者・退所者に対する支援充実を求める意見書
●乳幼児等に対する公費負担医療制度の創設等を求める意見書
●�学校給食無償化を実施する地方自治体に対する財政支援の強化等を求める意
見書

●介護従事者の処遇改善に関する手続の簡素化等を求める意見書
●�命と生活と事業を守るために原油価格高騰への対処を求める意見書
○�新型コロナウイルス・オミクロン株の感染症法上の位置付けにおいて「五類
感染症」への引下げを含めた柔軟な対応を求める意見書
●ロシアによるウクライナへの侵攻に対する抗議決議
●課題や悩みを抱える児童生徒に対する公教育の充実を求める決議
●�北朝鮮による弾道ミサイル等の発射に重ねて断固抗議し、制裁措置の厳格な
履行等を求める決議

2月10日と定例会中の10日間、会議を開き、本会議を円滑かつ
効率的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方
法や順序などについて会派間の協議を行いました。

2月24日、3月4日・7日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案の審査な
どを行いました。審査の結果、議案61件を原案の通り可決すべきものと決定しまし
た。
3月8日には特別委員会（予算特別委員会を除く。）を開き、付託案件の審査を行い
ました。

委員会リポートreport議会運営委員会


